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生き物たちの実りの秋

オニグルミをかじるニホンリス クリにやってきたクリシギゾウムシ カキをついばむツグミ

秋の深まりに色づく森

涼しくなると森の中を歩いて生き物の観察をするのによい季節になります。生き物たちは少しずつ冬を迎える準備を始
めます。紅葉もその一つで、箕面の森は赤や黄色に常緑樹の緑も入って彩り豊かな山になります。

ヤマジノホトトギス センブリ センニンソウ オトコエシ

秋に咲く花たち ビジターセンター周辺では秋にも様々な花が咲いています。





種の旅 実りの秋には、様々な草木に実や種が見られます。

ゴンズイやクサギは黒や青に熟した実と果皮やガクの赤色がとてもきれいです。クマノミズキも実が熟して黒くなるにつ
れて、実を支える果柄も緑から赤に変わります。鳥たちにもこのコントラストは目立つようで、熟した実の存在を鳥に知
らせていると言われています。鳥に食べられた種は、遠くに運ばれるだけでなく発芽もしやすくなるようです。

鳥ではなく、風に種を運んでもらう植物もあります。ウバユリは薄くて軽い種の周りには、さらに薄い膜があります。種が
熟すと果皮が割れ、中に入っていた種たちが風を受けてひらひらと飛んで行きます。また、コウヤボウキは綿毛を使っ
て風にのります。タンポポがよく知られていますが、似た形の種子を作る植物は多いです。

夏に鮮やかなピンク色の花を咲かせるゲンノショウコは、ミコシグサという愛称を持っています。種の写真右は、種を飛
ばす前の状態です。ガクのすぐ上の黒くて丸い部分に種が1つずつ、合計5つ入っています。種が熟すと、裂けて上向
きに反り返えり、外側に種を飛ばします。左側が種を飛ばした後の様子です。お神輿のように見えるでしょうか。
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成虫で越冬するチョウ

秋も深まり、気温が低くなってくると、虫たちは少なくなります。昆虫の冬越しのしかたは様々です。成虫のまま越冬す
るチョウは、雨風がしのげる場所でじっと冬を越しますが、少し暖かな日は、飛んでいる姿を見ることもあります。

ウラギンシジミ キチョウ テングチョウ ムラサキシジミ

ゲンノショウコの種 花期は夏。野草園ではピンク色だが、周辺では白い花も見られます。

クサギ ゴンズイ クマノミズキ

ウバユリ 花：左 種子：右 コウヤボウキ 花：左 種子：右




